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５月11日（月）まで
（10日が日曜日のため）

６月１日（月）まで
（５月31日が日曜日の
ため）

５月中において都道府県
の条例で定める日まで

①　源泉所得税および特別徴収住民税の納付（令和２年４月分）

②　法人の確定申告、納付、延納の届出（令和２年３月分）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税（法人事業所税）・法人住民税　

③　申告期限延長承認法人の法人税確定申告
１カ月延長法人（令和２年２月期）
２カ月延長法人（令和２年１月期）
④　消費税・地方消費税の確定申告（１カ月ごと）（３月期）
⑤　消費税・地方消費税の確定申告（３カ月ごと）（３月、６月、９月、12月期）
⑥　法人の中間申告（半期、９月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税

⑦　消費税・地方消費税の中間申告納付
直前期年税額４，８００万円超のとき  １カ月ごと（３月期を除く）
直前期年税額４００万円超のとき  3カ月ごと（６月、９月、１２月期）

⑧　自動車税・鉱区税の納付（都道府県知事）

①　源泉所得税には復興特別所得
税の額を含む。

②～⑦　法人の事業年度（課税期
間）の終了日は各月末日とする。

④～⑤　消費税課税期間の短縮特
例は適用後２年間継続が要件で
ある。

⑧　賦課期日は４月１日。

今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
監
査

留
意
事
項（
そ
の
２
）、公
表
─
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ

監
　
　
査

去
る
４
月
10
日
、
日
本
公
認

会
計
士
協
会
は
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す

る
監
査
上
の
留
意
事
項
（
そ
の

２
）」
を
公
表
し
た
（https://

jicp
a.o

r.jp
/sp

ecialized
_

field/20200410ijj.htm
l

）。

不
確
実
性
の
高
い
環
境
下
に
お
け

る
監
査
上
の
留
意
事
項
を
、（
そ
の

１
）（
２
０
２
０
年
４
月
10
日
号
（
№

１
５
７
５
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
ま
と
め
た
も
の
。

不
確
実
性
の
高
い
環
境
下
に
お
け

る
監
査
の
基
本
的
な
考
え
方

監
査
人
は
、
不
確
実
性
の
高
い
環

境
下
に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
要
因
と

し
て
会
計
上
の
見
積
り
の
監
査
が
困

難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
監
査
意
見

を
表
明
で
き
な
い
と
い
う
判
断
は
、

慎
重
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

会
計
上
の
見
積
り
の
監
査

⑴　
適
用
さ
れ
る
財
務
報
告
の
枠
組

み
の
理
解

監
査
人
は
、
会
計
上
の
見
積
り
に

関
連
し
て
適
用
さ
れ
る
財
務
報
告
の

枠
組
み
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
事
項

を
理
解
等
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ

の
点
、
企
業
会
計
基
準
委
員
会
が
４

月
10
日
に
公
表
し
た
議
事
概
要
「
会

計
上
の
見
積
り
を
行
う
上
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の

考
え
方
」
に
留
意
す
る
。

⑵　
会
計
上
の
見
積
り
の
合
理
性
の

検
討

会
計
上
の
見
積
り
の
合
理
性
の
判

断
を
行
う
際
に
は
、
悲
観
的
で
も
楽

観
的
で
も
な
い
仮
定
に
基
づ
く
見
積

り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め

る
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
連
す
る
会
計
上
の
見
積
り
の
不
確

実
性
が
極
め
て
高
い
場
合
に
は
、
企

業
の
追
加
情
報
等
の
開
示
や
、
強
調

事
項
に
よ
っ
て
監
査
報
告
書
の
利
用

者
に
注
意
喚
起
す
る
こ
と
が
有
用
な

場
合
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

継
続
企
業
の
前
提

監
査
人
は
、
経
営
者
が
継
続
企
業

の
前
提
に
重
要
な
疑
義
を
生
じ
さ
せ

る
よ
う
な
事
象
ま
た
は
状
況
を
識
別

し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
識
別

し
て
い
る
場
合
は
当
該
事
象
、
状
況

に
対
す
る
経
営
者
の
対
応
策
に
つ
い

て
経
営
者
と
協
議
す
る
必
要
が
あ

る
。

改
正
収
益
認
識
基
準
等
の
公
表
に
伴

う
財
規
等
の
改
正
案
、公
表
─
金
融
庁

会
　
　
計

去
る
４
月
10
日
、
金
融
庁
は
「
財

務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成

方
法
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
（
案
）」
等
を
公

表
し
た
。
今
年
３
月
31
日
に
公
表
さ

れ
た
改
正
収
益
認
識
基
準
、
見
積
り

開
示
基
準
、
改
正
過
年
度
遡
及
会
計

基
準
に
対
応
し
た
も
の
で
、
内
容
は

次
の
と
お
り
。
コ
メ
ン
ト
期
限
は
５

月
11
日
ま
で
。

財
規
等
の
改
正
案

財
規
、
連
結
財
規
、
中
間
（
連
結
）

財
規
、
四
半
期
（
連
結
）
財
規
お
よ

び
そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

改
正
さ
れ
て
い
る
。
財
規
に
お
け
る

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
。

・
重
要
な
会
計
方
針
の
注
記
に
つ
い

て
、「
財
務
諸
表
作
成
の
た
め
の
基

礎
と
な
る
事
項
で
あ
つ
て
、
投
資

者
そ
の
他
の
財
務
諸
表
の
利
用
者

の
理
解
に
資
す
る
も
の
」
で
あ
る

こ
と
を
明
記
。

・「
重
要
な
会
計
上
の
見
積
り
に
関
す
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メ
ン
タ
ル
ク
リ
エ
イ
ト 

江
口　

毅

ジ
ブ
ン
観
察
バ
ラ
エ
テ
ィ

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

「
何
と
な
く
調
子
が
悪
い
な
」。
そ

ん
な
発
言
を
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
以
下
、「
コ
ロ
ナ
」
と
い
い
ま
す
）

に
伴
う
在
宅
勤
務
、
自
粛
要
請
、
不

安
を
煽
る
報
道
な
ど
に
よ
っ
て
、
心
と

身
体
の
リ
ズ
ム
や
バ
ラ
ン
ス
が
崩
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

す
ご
く
調
子
が
悪
い
わ
け
で
は
な

い
け
ど
、
本
調
子
で
は
な
い
。
ど
こ

か
今
ま
で
の
自
分
の
調
子
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
漠
然
と
し
た
感
覚
は
、

と
て
も
大
事
で
す
。
ス
ト
レ
ス
に
対

し
て
心
と
身
体
が
正
常
に
反
応
し
て

く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
健

全
な
状
態
だ
と
い
え
ま
す
。
通
常
は
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
改
善
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

に
伴
う
ス
ト
レ
ス
は
長
引
く
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
手

を
打
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
分
の
心
身
の
状
態
や

生
活
状
況
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
で

す
。
た
と
え
ば
、
次
の
こ
と
を
観
察

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
肩
凝
り
な
ど

の
身
体
の
張
り
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

体
重
の
増
減
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
睡

眠
の
長
さ
や
質
は
以
前
と
比
べ
て
変

わ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
タ
バ
コ
や
お
酒
の

量
の
増
減
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
意
欲

や
活
動
性
の
変
化
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

今
日
は
ど
の
く
ら
い
歩
い
た
だ
ろ
う

か
。
今
日
は
ど
の
く
ら
い
人
と
話
し

た
だ
ろ
う
か
」
…
。
こ
の
よ
う
な
点

を
観
察
し
て
い
く
と
、「
何
と
な
く
調

子
が
悪
い
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
感
覚

か
ら
「
こ
の
あ
た
り
の
調
子
が
悪
い
」

と
具
体
的
な
感
覚
に
変
化
し
ま
す
。

ま
た
、
調
子
が
悪
い
原
因
も
み
え
て

き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
自
ず
と
改

善
策
も
み
え
て
き
ま
す
。

次
に
、
そ
の
改
善
策
の
ア
イ
デ
ア

を
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
挙
げ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
対
処
に
お
い
て
、
ひ
と
つ

の
対
処
方
法
に
固
執
す
る
こ
と
は
問

題
解
決
の
可
能
性
を
低
く
し
ま
す
。

Ａ
の
方
法
で
ダ
メ
な
ら
Ｂ
の
方
法
で
、

Ｂ
で
ダ
メ
な
ら
Ｃ
で
と
い
う
よ
う
に
、

種
々
さ
ま
ざ
ま
な
対
処
方
法
を
持
つ

こ
と
が
問
題
解
決
の
可
能
性
を
高
め

ま
す
し
、
ス
ト
レ
ス
に
も
強
く
な
り

ま
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
後
輩
育
成
、

上
司
へ
の
報
連
相
の
方
法
な
ど
に
置

き
換
え
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び

や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
引

出
し
が
多
い
ほ
う
が
成
功
確
率
は
上

が
る
も
の
で
す
。

改
善
策
の
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん

挙
げ
た
ら
、
と
に
か
く
次
々
と
試
し

て
い
き
ま
す
。
試
し
て
み
て
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
ら
、
次
の
方
法
を
試
し

ま
す
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
は
自

分
に
合
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
い

つ
ま
で
も
固
執
す
る
こ
と
も
な
い
で

す
し
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
で

自
信
を
な
く
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
う
ま
く
い
っ
た
場
合
は
、
気

移
り
し
な
い
で
、
そ
の
方
法
を
続
け

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
２
つ
の
原
則
を
守

る
こ
と
が
、
問
題
解
決
の
可
能
性
と

持
続
性
を
高
め
ま
す
。

最
後
に
、
う
ま
く
い
っ
た
ア
ク
シ
ョ

ン
を
書
き
出
し
ま
す
。
そ
の
際
に
、

次
の
例
の
よ
う
に
、
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

が
心
身
に
与
え
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影

響
も
記
入
し
ま
す
。

例
：「
寝
る
前
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

に
取
り
組
ん
だ
→
寝
つ
き
が
よ
く

な
っ
た
し
、
翌
朝
の
気
分
も
よ
い
」、

「
人
混
み
を
避
け
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
た
→
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち

が
減
っ
た
」、「
水
回
り
の
掃
除
を

徹
底
的
に
行
っ
た
→
気
分
が
い
い
、

家
族
に
褒
め
ら
れ
た
」
な
ど
。

何
と
な
く
調
子
が
悪
い
と
感
じ
た

ら
、「
ジ
ブ
ン
」
の
こ
と
を
観
察
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
む
対
処
方
法
を
試
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、う
ま
く
い
っ
た
ア
ク
シ
ョ

ン
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
に
注
目
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
な
た

の
調
子
は
上
向
き
に
な
り
ま
す
。

さ
あ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

る
注
記
」
の
追
加
。

・
収
益
認
識
に
関
す
る
注
記
お
け
る
、

注
記
す
べ
き
情
報
の
追
加
。

・
売
上
高
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
、

顧
客
と
の
契
約
か
ら
生
じ
る
収
益

お
よ
び
そ
れ
以
外
の
収
益
に
区
分

し
て
記
載
す
る
旨
の
明
記
。

ま
た
、
貸
借
対
照
表
の
様
式
上
、

流
動
資
産
の「
売
掛
金
」の
次
に「
契

約
資
産
」、
流
動
負
債
の
「
未
払
法

人
税
等
」
の
次
に
「
契
約
負
債
」
を

表
示
す
る
。

な
お
、
重
要
な
会
計
方
針
等
に
関

す
る
規
定
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
と

も
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

適
用
は
、
会
計
方
針
の
注
記
等
に

つ
い
て
は
２
０
２
１
年
３
月
31
日
以

後
終
了
年
度
に
係
る
財
務
諸
表
等
か

ら
、
収
益
認
識
に
関
す
る
注
記
等
に

つ
い
て
は
２
０
２
１
年
４
月
１
日
以

後
開
始
年
度
に
係
る
財
務
諸
表
等
か

ら
。
い
ず
れ
も
早
期
適
用
可
。

連
結
財
規
に
規
定
す
る
金
融
庁
長

官
が
定
め
る
企
業
会
計
の
基
準
を

指
定
す
る
件
等
の
改
正
案

前
記
の
３
つ
の
会
計
基
準
を
、
連

結
財
規
１
条
３
項
お
よ
び
財
規
１
条

３
項
に
規
定
す
る
「
一
般
に
公
正
妥

当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
基

準
」
に
指
定
す
る
。

国
際
会
計

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
下
の
会

計
基
準
適
用
の
声
明
、公
表
─
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

去
る
４
月
３
日
、
証
券
監
督
者
国

際
機
構
（
以
下
、「
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
」

と
い
う
）
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）

の
発
生
下
に
お
け
る
会
計
基
準
の

適
用
に
関
す
る
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
声
明
」

（
原
題
：IO

SCO
 Statem

ent on 
A

pplication of A
ccounting 

S
ta

n
d

a
rd

s d
u

rin
g

 th
e 

CO
V

ID
-19 O

utbreak

。
以
下
、

「
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
声
明
」
と
い
う
）
を

公
表
し
た
。

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
証
券
監
督
当
局
の

国
際
機
関
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

基
準
設
定
主
体
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
わ
が
国
か
ら
は
、
金
融
庁
や
証

券
取
引
等
監
視
委
員
会
が
参
加
し
て

い
る
。

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
目
的
に
は
、
投
資

家
を
保
護
し
、
透
明
性
の
高
い
市
場

を
維
持
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
に
は
、
会
計
基
準
が

適
切
に
適
用
さ
れ
て
、
投
資
家
の
意

思
決
定
に
資
す
る
情
報
が
提
供
さ
れ
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る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
を
可
能
に
す
る
質
の
高
い
会

計
基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
を
開
発
す
る

責
任
は
、国
際
会
計
基
準
審
議
会（
Ｉ

Ａ
Ｓ
Ｂ
）
に
あ
る
が
、
一
方
で
Ｉ
Ｏ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
が
先
日
、
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
に
よ
る
不
確
実
性
の

あ
る
状
況
に
お
い
て
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号

「
金
融
商
品
」
に
従
っ
た
予
想
信
用

損
失
の
会
計
処
理
の
適
用
に
関
す
る

通
知
を
公
表
し
た
こ
と
を
今
回
の
声

明
に
よ
り
歓
迎
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
声
明
で
は
、
適
切
な

貸
倒
引
当
金
を
認
識
す
る
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
と
、

そ
れ
に
関
す
る
開
示
を
定
め
て
い
る

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
７
号
「
金
融
商
品
：
開
示
」

お
よ
び
Ｉ
Ａ
Ｓ
１
号
「
財
務
諸
表
の

表
示
」
は
、
昨
今
の
状
況
に
お
い
て

特
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
流
行

に
対
応
す
る
た
め
、
各
国
の
政
府
や

規
制
当
局
は
、
企
業
等
に
対
し
て
救

済
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。

貸
倒
引
当
金
の
計
算
の
際
に
は
こ
の

よ
う
な
施
策
か
ら
生
じ
る
効
果
も
考

慮
し
、
入
手
可
能
な
最
良
の
情
報
を

利
用
し
て
、
信
用
リ
ス
ク
の
著
し
い

増
加
の
有
無
、
借
手
の
流
動
性
へ
の

影
響
等
が
慎
重
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

国
際
会
計

金
利
指
標
改
革
フ
ェ
ー
ズ
２
に
関
す
る

公
開
草
案
、公
表
─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

国
際
会
計

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
米

国
の
動
向
─
Ｓ
Ｅ
Ｃ・Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ

去
る
４
月
９
日
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
「
金
融
商
品
」、
Ｉ

Ａ
Ｓ
39
号
「
金
融
商
品
：
認
識
及
び

測
定
」、Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
７
号「
金
融
商
品
：

開
示
」、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
４
号
「
保
険
契

約
」
お
よ
び
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
「
リ
ー

ス
」
を
改
訂
す
る
公
開
草
案
「
金
利

指
標
改
革
―
フ
ェ
ー
ズ
２
：
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
９
号
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
39
号
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

７
号
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
４
号
お
よ
び
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
16
号
の
改
訂
」（
以
下
、「
公
開

草
案
」
と
い
う
）
を
公
表
し
た
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
２
０
１
８
年
か
ら

フ
ェ
ー
ズ
を
２
つ
に
分
け
て
、
財
務

報
告
へ
の
金
利
指
標
改
革
に
よ
る

影
響
を
検
討
し
て
き
た
。
最
初
の

フ
ェ
ー
ズ
に
よ
る
改
訂
は
２
０
１
９

年
９
月
に
公
表
さ
れ
、
金
利
指
標
改

革
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
契
約
上
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
と
ヘ
ッ
ジ
関

係
の
不
確
実
性
が
存
在
す
る
期
間
に

お
い
て
、
ヘ
ッ
ジ
会
計
の
特
定
の
定

め
に
つ
い
て
一
時
的
な
救
済
措
置
を

提
供
し
、
そ
れ
に
関
連
す
る
開
示
を

求
め
て
い
た
。

今
回
は
フ
ェ
ー
ズ
２
と
し
て
金
利

指
標
改
革
の
結
果
と
し
て
、
契
約
上

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
と
ヘ
ッ
ジ

関
係
に
変
更
が
さ
れ
た
場
合
の
財
務

諸
表
に
対
す
る
影
響
に
関
す
る
論
点

が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

公
開
草
案
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

次
の
と
お
り
。

条
件
変
更

金
利
指
標
改
革
に
よ
り
求
め
ら
れ

る
契
約
の
条
件
変
更
に
よ
っ
て
、
金

融
商
品
の
帳
簿
価
額
の
認
識
を
中
止

ま
た
は
調
整
す
る
こ
と
は
な
く
、
金

利
指
標
の
変
更
を
反
映
す
る
よ
う
に

実
効
金
利
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
「
リ
ー
ス
」

の
借
手
に
お
い
て
も
、
金
利
指
標
改

革
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ス
の

条
件
変
更
の
会
計
処
理
に
同
様
の
実

務
上
の
便
法
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
改

訂
す
る
。

ヘ
ッ
ジ
会
計

ヘ
ッ
ジ
会
計
の
要
件
を
満
た
す
の

で
あ
れ
ば
、
金
利
指
標
の
変
更
の
み

を
原
因
と
し
て
ヘ
ッ
ジ
会
計
の
中
止

を
す
る
こ
と
は
な
い
。し
た
が
っ
て
、

金
利
指
標
改
革
に
よ
り
求
め
ら
れ
る

ヘ
ッ
ジ
関
係
の
指
定
の
変
更
に
よ
り

生
じ
る
差
額
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ッ
ジ

の
非
有
効
部
分
と
し
て
財
務
諸
表
に

認
識
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
金
利
指

標
改
革
の
実
態
を
反
映
す
る
た
め

に
、
ヘ
ッ
ジ
関
係
の
継
続
と
し
て
処

理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

開　
示

開
示
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
次

の
点
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
金
利
指
標
改
革
に
よ
っ
て
生
じ
る

新
た
な
リ
ス
ク
に
関
す
る
情
報

・
代
替
金
利
指
標
へ
の
移
行
に
関
す

る
管
理
方
法

・
金
利
指
標
改
革
の
影
響
を
受
け
る

金
利
指
標
を
参
照
し
続
け
る
非
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
金
融
商
品
、
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
の
名
目
金
額
を
重
要
な
金

利
指
標
ご
と
に
分
解
し
て
開
示

改
訂
さ
れ
る
基
準
等

今
回
の
公
開
草
案
は
、
次
の
会
計
基

準
に
関
す
る
改
訂
を
提
案
し
て
い
る
。

・
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
「
金
融
商
品
」

・
Ｉ
Ａ
Ｓ
39
号
「
金
融
商
品
：
認
識

及
び
測
定
」

・Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
７
号
「
金
融
商
品：開
示
」

・
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
４
号
「
保
険
契
約
」

・
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
「
リ
ー
ス
」

公
開
草
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
期

限
は
、２
０
２
０
年
５
月
25
日
ま
で
。

米
国
で
、
各
関
係
機
関
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

対
応
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

CARES Act

去
る
３
月
27
日
、
米
国
大
統

領
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
は

「C
o

ro
n

aviru
s A

id
, R

elief, 
and Econom

ic Security A
ct

（CA
RES A

ct

）」
に
署
名
し
た
。

CA
RES A

ct 

の
２
つ
の
セ
ク
シ
ョ

ン
は
、
一
部
の
企
業
（
被
保
険
預

金
機
関
（insured depository 

institutions
）、
銀
行
持
株
会
社
な

ど
）
に
、
米
国
基
準
の
次
の
２
つ
の

規
定
に
つ
い
て
一
時
的
な
繰
延
べ
ま

た
は
停
止
を
認
め
て
い
る
。し
か
し
、

Ｓ
Ｅ
Ｃ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
が
行
動
を

起
こ
す
ま
で
は
、CA

RES A
ct

の

そ
れ
ら
の
条
項
は
米
国
基
準
を
改
訂

し
な
い
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て
の
状
況
の
悪
化

に
備
え
る
も
の
と
い
え
る
。

・
セ
ク
シ
ョ
ン
４
０
１
４
は
、

「
２
０
２
０
年
３
月
27
日
」
か

ら
「
非
常
事
態
宣
言
の
終
了
日
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国
際
会
計

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た

リ
ー
ス
基
準
等
へ
の
対
応
、公
表

─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ

と
２
０
２
０
年
12
月
31
日
の
い

ず
れ
か
早
い
ほ
う
の
日
」
の
間
、

２
０
１
９
年
12
月
16
日
以
降
開
始

年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
Ａ
Ｓ
Ｕ

２
０
１
６
―
13
（
信
用
損
失
に
関

し
て
、
従
来
の
発
生
損
失
モ
デ
ル

か
ら
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
モ
デ
ル（Current 

Exp
ected

 C
red

it Lo
ss 

m
odel

）
に
変
更
を
要
求
し
て
い

る
）
に
準
拠
し
な
く
て
よ
い
と
い

う
、
任
意
の
一
時
的
な
適
用
繰
延

べ
を
提
供
し
て
い
る
。

・
セ
ク
シ
ョ
ン
４
０
１
３
は
、

「
２
０
２
０
年
３
月
１
日
」
か

ら
「
２
０
２
０
年
12
月
31
日
と

非
常
事
態
宣
言
の
終
了
日
後

60
日
の
い
ず
れ
か
早
い
ほ
う
の

日
」
の
間
、
問
題
の
生
じ
た
債

務
の
再
編
（troubled debt 

restructuring

）
に
関
す
る
特
定

の
米
国
会
計
基
準
の
規
定
の
適
用

停
止
の
選
択
を
提
供
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｅ
Ｃ

４
月
３
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
主
任
会
計

士
サ
ガ
ー
・
テ
オ
テ
ィ
ア
氏
は
、
公

表
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
重
要
な
影
響
に
照
ら
し
た
高

品
質
の
財
務
報
告
の
重
要
性
の
声

明
」
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
、

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｏ
Ｂ
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
や
会
計
事

務
所
な
ど
と
協
同
し
て
い
く
こ
と
を

表
明
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
の
ア

リ
ソ
ン
・
ヘ
レ
ン
・
リ
ー
氏
は
、
関

係
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
期
限
に
つ
い

て
、
３
月
中
旬
が
期
限
の
も
の
は
最

低
限
60
日
延
長
す
る
こ
と
を
公
表
し

た
。４

月
８
日
、
ジ
ェ
イ
・
ク
レ
イ
ト

ン
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
ら
は
、「
開
示
の

重
要
性
―
投
資
家
、
市
場
お
よ
び
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
わ
れ
わ
れ
の
戦
い
の
た
め
に
」
と

い
う
公
式
表
明
で
、
特
に
将
来
情
報

の
開
示
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い

る
。去

る
４
月
８
日
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
議
長

の
ラ
ッ
セ
ル
・
Ｇ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
氏

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
関
連
し
て
、
次
の
事
項
を

含
む
声
明
を
行
っ
た
。

適
用
延
期
Ａ
Ｓ
Ｕ
公
開
草
案
公
表

の
予
定

特
定
の
企
業
に
つ
い
て
、
基
準
書

の
適
用
を
延
期
す
る
Ａ
Ｓ
Ｕ
の
公

開
草
案
の
公
表
を
予
定
し
て
い
る

（
コ
メ
ン
ト
期
間
は
15
日
）。

・
ト
ピ
ッ
ク
606
「
顧
客
と
の
契
約
か

ら
生
じ
る
収
益
」
の
適
用
の
１
年

延
期公

開
事
業
企
業
（public 

business entity

）
で
な
い
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ザ
ー
（
延
期
後
は
２
０
１
９

年
12
月
16
日
開
始
年
度
か
ら
適
用
）

・
ト
ピ
ッ
ク
842
「
リ
ー
ス
」
の
適
用

の
１
年
延
期

私
企
業
（
延
期
後
は
２
０
２
１

年
12
月
16
日
以
降
開
始
年
度
か
ら
適

的
ま
た
は
暗
示
的
な
契
約
上
の
権
利

と
義
務
を
含
ん
で
い
る
契
約
書
も
あ

る
。
リ
ー
ス
契
約
が
行
使
可
能
な
権

利
と
義
務
を
提
供
し
て
い
る
場
合
、

譲
歩
は
契
約
の
条
件
の
変
更
と
は
扱

わ
れ
な
い
。
契
約
で
の
行
使
可
能
な

権
利
と
義
務
を
超
え
て
譲
歩
が
付
与

さ
れ
た
場
合
、
企
業
は
、
一
般
的
に

契
約
の
条
件
の
変
更
と
し
て
会
計
処

理
さ
れ
る
。

⑵　
救
済
措
置
等

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

結
果
と
し
て
、
貸
手
と
借
手
が
譲
歩

に
合
意
し
、
当
初
の
契
約
と
ほ
ぼ
同

額
（substantially the sam

e

）

ま
た
は
少
額
の
リ
ー
ス
料
と
な
る
譲

歩
と
い
う
条
件
を
満
た
し
た
場
合

に
、次
の
救
済
措
置
が
与
え
ら
れ
る
。

・
譲
歩
の
た
め
の
行
使
可
能
な
権
利

と
義
務
が
契
約
で
存
在
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
、
各
リ
ー
ス
契
約

を
分
析
す
る
必
要
は
な
い

・
譲
歩
に
つ
い
て
、
リ
ー
ス
契
約
の

条
件
変
更
の
会
計
を
適
用
す
る
か
、

ま
た
は
し
な
い
か
の
任
意
の
選
択

が
で
き
る

ま
た
、
リ
ー
ス
料
の
変
更
が
重
要

で
な
い
支
払
の
延
期
に
つ
い
て
は
、

繰
延
を
リ
ー
ス
契
約
に
変
更
が
な
い

と
し
て
会
計
処
理
す
る
、
ま
た
は
変

動
リ
ー
ス
料
と
し
て
会
計
処
理
す
る

選
択
が
認
め
ら
れ
る
。

Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
米
国
公
認
会
計
士

協
会
）

４
月
１
日
、「
潜
在
的
な
監
査
で

の
挑
戦
」
と
い
う
特
別
報
告
を
発
行

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
す
る
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

触
れ
た
。

４
月
３
日
、「
Ｆ
Ａ
Ｑ
ｓ
―
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し

た
監
査
上
の
事
項
と
監
査
報
告
の
問

題
」
を
公
表
し
、「
一
般
的
な
会
計
、

監
査
、
報
告
事
項
」、「
監
査
と
監
査

報
告
の
特
定
事
項
」、「
会
計
と
財
務

報
告
の
特
定
事
項
」
に
つ
い
て
Ｆ
Ａ

Ｑ
を
示
し
て
い
る
。

用
）、
公
開
非
営
利
会
社
（
ト
ピ
ッ

ク
842
を
適
用
し
た
財
務
諸
表
を
開

示
し
て
い
な
い
場
合
）（
延
期
後
は

２
０
１
９
年
12
月
16
日
以
降
開
始
年

度
か
ら
適
用
）

リ
ー
ス
基
準
書
の
救
済
措
置
に
関

す
る
Ｑ
＆
Ａ
の
発
行

前
記
の
議
長
声
明
で
は
リ
ー
ス
基

準
書
の
救
済
措
置
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

を
発
行
す
る
こ
と
も
公
表
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
４
月
10
日
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
関
す
る
リ
ー
ス
の
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス

タ
ッ
フ
Ｑ
＆
Ａ
が
発
行
さ
れ
た
。
そ

の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

⑴　
現
行
の
取
扱
い

現
行
で
は
、
当
初
の
リ
ー
ス
契

約
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
そ
の
後

の
リ
ー
ス
料
の
変
更
は
、
一
般
的

に
「
リ
ー
ス
契
約
の
条
件
の
変
更

（m
odification

）」
と
し
て
会
計

処
理
さ
れ
る
（
条
件
を
満
た
せ
ば
別

個
の
契
約
と
し
て
会
計
処
理
す
る
。

別
個
の
契
約
と
し
て
会
計
処
理
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
リ
ー
ス
の
再
分

類
、
リ
ー
ス
負
債
の
再
測
定
が
要
求

さ
れ
る
）。
契
約
の
当
事
者
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
超
え
た
特
定
の
状
況
が

発
生
し
た
場
合
に
、
リ
ー
ス
の
譲
歩

（concession

）（
リ
ー
ス
料
の
減

額
ま
た
は
他
の
経
済
的
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
付
与
）
を
要
求
す
る
明
示
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特集

第１章

第２章

第３章

第４章

悪材料をどう落とし込むか

コロナ禍がもたらす
決算・開示への影響

新型コロナウイルス感染症の感染拡大はいまだ収束の兆しがみえていない。企業経営に
おいても、外出自粛による消費の減退等大きな影響が出ており、それを会計・開示にどう
落とし込むかが大きな論点となっている。本特集では、そのうち特に留意すべき事項と、決
算・開示日程等の延長など関係機関の対策を整理し、解説していただいた。
また、次号では、監査対応についても解説いただく予定である。

繰延税金資産の回収可能性の分類・判断は？

業績悪化に伴う税効果会計の留意点
不確実性の増大により見積りが困難に

金融資産の評価・減損処理上の留意点
「修正」か「開示」か

後発事象の取扱いにおける留意点
金融庁・東証等関係機関の対応を整理する

決算・開示の日程変更における留意点

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2020年
４月８日

新型コロナウイルス感
染症の影響を踏まえた
期末監査に向けて

日本監査役
協会

緊急事態宣言の発令を受け、監査役等に対し、関係各所から発信される文書
等に十分に注意し、期末の監査報告作成や株主総会へ向けた準備を行うこと
等を要請するもの。
http://www.kansa.or.jp/news/information/post-509.html

―

2020年
４月10日

会計上の見積りを行う
上での新型コロナウイ
ルス感染症の影響の考
え方

ASBJ
不確実性が高い事象についても、今後の広がり方や収束時期等も含め、企業
自ら一定の仮定を置き最善の見積りを行うことの必要性等が示されている。
https://www.asb.or.jp/jp/wp-content/uploads/20200409_429g_02.pdf

今号特集

証
　
　
券

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
渦
中
、Ｇ
７
と

中
国
の
明
暗
と
株
価

金
　
　
融

中
央
銀
行
は
民
間
の
リ
ス
ク
を
ど
こ

ま
で
と
れ
る
の
か

現
在
、
世
界
経
済
の
動
向
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

行
方
次
第
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
仮
に
感
染
拡
大

が
今
後
急
速
に
収
ま
っ
た
と
し
て

も
、
経
済
へ
の
影
響
は
長
引
く
こ
と

は
確
実
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
経

済
面
で
は
緊
急
の
対
応
策
が
必
要
に

な
る
と
み
ら
れ
る
。

今
回
の
経
済
危
機
で
は
、

２
０
０
８
年
の
金
融
危
機
が
よ
く

引
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。
当
時

は
、
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
バ
ブ
ル
崩
壊

や
、
住
宅
ロ
ー
ン
証
券
化
商
品
の
値

崩
れ
か
ら
米
大
手
証
券
会
社
の
倒
産

に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
に
端
を
発
し

た
金
融
危
機
が
景
気
を
大
き
く
下
押

し
し
、
結
果
と
し
て
そ
の
影
響
が
ア

メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
他
国
に
ま
で
広

く
波
及
し
た
。
金
融
危
機
が
実
体
経

済
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
た
形

で
、
震
源
地
は
明
確
で
あ
っ
た
。

一
方
、
今
回
は
総
需
要
の
低
迷
と

い
う
網
を
広
く
世
界
中
に
掛
け
ら
れ

た
形
で
、
そ
れ
が
金
融
危
機
に
及
び

か
ね
な
い
と
い
う
構
図
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
震
源
地
が
世
界
中
に
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
実
体
経
済
全
般
か
ら
来

る
金
融
危
機
を
防
ぐ
に
は
、
民
間
銀

行
の
貸
出
し
が
不
良
債
権
化
す
る
の

を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
各

国
の
中
央
銀
行
が
、
非
伝
統
的
手
法

で
あ
る
資
産
購
入
に
よ
る
金
融
緩
和

策
を
進
め
て
い
る
の
も
、
そ
の
懸
念

を
和
ら
げ
る
た
め
と
み
ら
れ
る
。

日
銀
は
こ
の
手
法
で
は
最
も
進
ん

で
い
る
中
央
銀
行
だ
が
、
今
回
米
Ｆ

Ｒ
Ｂ
は
総
額
２
兆
３
、０
０
０
億
ド

ル
の
緊
急
資
金
供
給
を
決
め
、
よ
り

リ
ス
ク
の
高
い
低
格
付
け
債
ま
で
購

入
範
囲
を
広
げ
た
り
、
民
間
銀
行
の

一
般
企
業
向
け
融
資
を
買
い
取
る
し

く
み
を
導
入
し
た
り
し
て
お
り
、
日

銀
と
は
ま
た
異
な
る
形
で
民
間
部
門

へ
の
介
入
を
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
債
・
Ｃ
Ｐ
・
株
式

な
ど
を
通
じ
た
非
伝
統
的
手
法
に
よ

る
中
央
銀
行
の
資
金
供
給
は
、
他
国

の
中
央
銀
行
に
も
広
ま
り
つ
つ
あ

る
。
こ
の
動
き
が
拡
大
す
れ
ば
、
民

間
の
事
業
リ
ス
ク
を
中
央
銀
行
が
取

る
こ
と
に
な
り
、
管
理
通
貨
制
度
を

根
底
か
ら
揺
る
が
す
リ
ス
ク
を
負
う

と
い
う
新
た
な
課
題
に
直
面
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
は
Ｇ
７
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
り
、

現
在
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
最
大
の
ア
メ
リ
カ
が

感
染
者
数
、死
者
数
で
ト
ッ
プ
に
な
っ

て
い
る
。
死
者
数
で
先
行
し
た
Ｇ
７

で
な
い
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
は
横
ば

い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
で

は
増
加
が
続
い
て
い
る
。
今
後
、
医

療
水
準
の
低
い
途
上
国
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
感
染
者
が
急
増
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
日

本
政
府
は
４
月
７
日
に
緊
急
事
態
宣

言
を
行
い
、
感
染
者
の
数
の
多
い
７

都
府
県
で
は
人
の
移
動
を
大
幅
に
抑

え
込
む
措
置
を
と
っ
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
経
済
活
動
は
急
激
な
落
込
み
を

み
せ
て
い
る
。

一
方
、
中
国
は
、
感
染
者
数
・
死

者
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で
中
位
と
な
り
、

Ｇ
７
と
は
完
全
に
一
線
を
画
す
動
き

と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
緊
急
事
態

宣
言
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
中
国
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
地
・
武
漢
の
封
鎖
解
除
を
発
表
、

武
漢
市
民
の
喜
ぶ
映
像
が
全
世
界
に

流
れ
た
。

４
月
上
旬
は
、
経
済
や
医
療
で
脆

さ
を
露
呈
し
た
Ｇ
７
と
、
い
ち
早
く

経
済
活
動
の
平
常
回
帰
を
発
表
し
た

中
国
と
の
明
暗
が
際
立
っ
た
と
の
見

方
も
あ
る
が
、
世
界
の
株
価
は
小
康

状
態
で
推
移
し
、
や
や
上
昇
気
味
の

も
の
も
み
ら
れ
た
。
上
下
変
動
幅
が

縮
小
し
、
３
月
に
目
立
っ
て
い
た
乱

高
下
が
収
ま
っ
た
と
い
え
る
。

細
か
く
み
る
と
、
中
国
株
価
は
横
ば

い
推
移
で
あ
り
、
武
漢
の
封
鎖
解
除

に
反
応
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

個
人
投
資
家
中
心
の
中
国
株
式
市
場

で
は
、
２
カ
月
半
に
及
ん
だ
封
鎖
を

解
除
し
て
よ
い
の
か
、
ま
だ
確
信
が

持
て
ず
に
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

今
後
の
世
界
の
株
価
は
、
Ｇ
７
の

感
染
状
況
次
第
の
展
開
に
な
る
と
み

ら
れ
る
。
感
染
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
の

様
相
を
強
め
て
く
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
株
価
は
小
康
状
態
を
脱
し
て
上

振
れ
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
う
な

ら
な
け
れ
ば
逆
に
下
振
れ
す
る
可
能

性
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

感
染
者
数
が
急
増
し
つ
つ
あ
る
日

本
の
株
価
が
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移

す
る
か
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。


